























かを考える必要がある。1980年間Oは TheInternational Classification of Impairments， 
Disabili ties， and Handicaps (ICIDH)を、 20年後の 2001年には InternationalClassification of 
Functioning， disability and Health(ICF)を提示した。ICIDHでは障害(Disabili ty)に重点をおいた
分類であったが、 ICFでは生活機能 (Functioning)を視点 とし、活動 (Activi ties)や参加
(Participation)といった新しい概念と枠組みを提示している。
リハビ、リテーション医療は身体機能の障害に着目 した時代から、生活に視点を拡張し障害を持った
人々の自立と自律を支援し、 生活の質 (QOL)を追い求めるだけでなく、障害を持って生きるという こ
との意味を問い続けている。
